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先生方、または先生方のお子様の好物は何でし

ょうか。アイスクリームやフルーツ山盛りのケ

ーキ、ピザやハンバーガーなどが頭に浮かばれ

た方もいるかと思います。普通に私達が食べて

いる、これらの食物を摂ると全身に蕁麻疹や喘

息発作、激しい腹痛や下痢、最悪の場合は血圧が

低下してショック状態となってしまう方達（子

供達）がいます。これが食物アレルギー、年々増

加傾向を示しており、当院にも食物アレルギー

によるアナフィラキシー（ショック）で年間、10

数例救急搬送されています（成人も含めて）。 

食物アレルギーの治療は、原因食物の除去が原

則であり、抗アレルギー薬等の予防的薬物療法

は効果ありません。｢食物アレルギー診療ガイド

ライン 2021｣にも「正しい診断に基づいた必要

最小限の原因食物の除去」と明示されています。

これは血液検査結果だけでは診断出来ないこと

を意味しています。MAST48や Viewアレルギ

ー39 などの網羅的な検査は、食物アレルギーの診断には用いるべきではありません。血

液検査を行った為に今まで食べていた食物まで怖くて食べなくなったり、不必要に多くの

食物を長期間、摂取制限指導されたり、もしくは親の勝手な判断で摂取を控えたりする事

例が散見されます。では正しい診断、とは何でしょうか。 

実際に食べてみて、症状の有無を確認すること以外にはないのです。当科では栄養科の

協力のもと、鶏卵入りカボチャケーキや乾燥全卵顆粒などを使用した｢食物経口負荷試験｣

当院の最新治療 

シリーズ 

最近、増えていませんか？ 
子ども達の食物アレルギーの診断について 

副院長 

小児科 鈴木 重雄 

※（表①）参考症例：8 才男児。牛乳、アイスは大好きです。卵焼も

好きですが、生タマゴは、あまり好きではありません。制限なく皆と

同じ学校給食を食べています。 
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を、原則日帰り入院で行っております。クリニックの外来でも行うことも出来ますが、リスクのある検査ですの

で、必要に応じて紹介いただければ幸いです。血液検査の結果だけで食物アレルギーとして、除去を指導するこ

とはしないことが大切です。少し厳しい表現で申し訳ありませんが、除去指導をする場合は、解除まで（もしく

は継続）の指導が必要です。参考症例として、普通に卵焼を食べている児の血液検査結果を提示します。（表①） 

小児期の食物アレルギーは治ることが多いのも特徴です。食事は楽しいものであるという、当たり前の生活を、

全ての方に届けていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原記念財団職員行動規範 10 ヵ条 

私たちは、 

1. 医療安全を確立し、安心と信頼を獲得します。 

2. 命の尊厳を深く理解し、患者さまの権利を尊重します。 

3. 優しさを持ち、気づきの医療を実践します。 

4. 人間性豊かな医療人となるよう、常に自己研鑽します。 

5. 新しきことへの挑戦し、質の高い医療を創造します。 

6. 医療人としての誇りを持ち、如何なる時も最善を尽くします。 

7. 医療情報の共有と活用を促進し、得られた情報は厳格に管理しま

す。 

8. 地域社会に支えられていることを認識し、医療連携を推進します。 

9. 相互に敬意を払い、連携を密にして組織的に行動します。 

10.未来への発展のために、健全経営を目指して努力します。 

 

大原記念財団の理念 

人を愛し、病を究める 

私たちは、すべての患者さまとご家族のために常に一歩先行く医療

を探究し、優しさを持って最善を尽くす医療を実践することによ

り、 

地域から信頼される病院を目指します。 
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第 158回 救急症例検討会が開催されました。 
 

第 94回 大原綜合病院臨床病理カンファレンスが開催されました。 
 

 令和５年１月２６日（木）「大原綜合病院第９４回ＣＰＣ（臨床病理カ
ンファレンス）」が開催され、研修医、指導医、コメディカル合わせて
２３名が参加しました。臨床部門を２年次研修医の安藤達也医師、１
年次研修医の北口史也医師、病理部門を２年次研修医の本多潤医師、
１年次研修医の宍戸祥子医師が担当し、司会進行を腎臓内科主任部長
の沼田暁彦医師が行いました。今回の症例は「原因不明の心停止をき
たした症例」と題して発表され、担当医であった循環器内科副部長の
赤間浄医師からも当時の説明があり、循環器内科の先生方も多く参加
し、大変貴重な症例に研修医をはじめ指導医からも多くの質問が投げ
かけられました。最後に、病理診断科主任部長内海康文医師から着目
するべきポイントや診断を導くための考え方などについて指導があ
り、これからの研修に役立つ知識を学ぶことができました。  
 

 

令和 5 年 1 月 20 日（金）大原綜合病院５F レストランに

て「第 158 回救急症例検討会」が開催されました。1 年次

研修医の橋本知樹医師がプレゼンテーションを行い、司会

進行を総合診療科主任部長菅藤賢治医師が担当しました。

今回も新型コロナウィルス感染防止対策を実施しながら開

催されました。2 年次研修医と 1 年次研修医が一緒になる

ようグループに分かれ、積極的に討論し発表を行いました。

菅藤主任部長からは、患者さんからの情報がいかに重要だ

ということ、また CT や MRIが無い病院だったとして今回

のような症状の患者さんが来た場合どうするか考えておく

ようにと勉強会終了後も課題が出されました。 


